
   

 

 

 

 
 

読書を楽しむ 
校長 栗城 敦志  

ある日、廊下を笑顔で歩いている子がいました。「嬉しそうだね」と話しかけると、「やっと、

この本が借りられたの」と言って、１冊の本を見せてくれました。そして、本を開き、書かれて

いる内容を嬉しそうに紹介してくれました。わくわくしたり、ドキドキしたり、新しいことを知

ったりすることができる１冊の本との出会いが、嬉しい笑顔につながったのだと思います。 

先日、文化庁が２０２３年度の「国語に関する世論調査」の結果を公表しました。調査は、国

語全般やコミュニケーション、文字や言葉づかい等、多くの内容が含まれるものでしたが、その

中に「読書」に関する調査結果がありました。 

 

 

 

 ２０１８年に行われた前回調査では、「１冊も読まない」と回答した人が 47.3％であり、今

回は、１冊も読まない人の割合が 15%程増加しました。また、年代別分析においては、年代・

男女問わず「１冊も読まない（０冊）」が最多となっていました。 

 子どもたちの学びは、様々な関係性の中から生まれ、積み重なっていくものであると思います。

その１つが、本との出会い（読書）であると思います。インターネット等のメディアから情報を

得ることも多くなりましたが、本のよさは、かけがえのないものであると思います。 

 令和３年８月に国立青少年教育振興機構が発表した「子どもの頃の読書活動の効果に関する

調査研究」では、子どもの頃の読書量が多い人は、非認知能力や認知機能が高い傾向があるとし

ています。また、読書をしている人は、読書をしていない人よりも使用ツールに関係なく非認知

能力が高い傾向があるが、本（紙媒体）で読書している人の数値は最も高いと結論付けています。 

 読書は、非認知能力や豊かな心、確かな学力を育むために効果的な活動であると考えます。子

どもたちは、読書をとおして、言葉を知り、語彙を学び、感性を磨き、想像する力を高め、自ら

表現したり創造したりする力へとつなげていくのではないかと思います。ですから、子どもたち

には、たくさんの本に出合い、おもしろさやよさを感じてほしいと思います。 

 子どもたちに読書の魅力を伝えるためには、いくつかの方法があると思います。例えば、①子

ども自身が興味・関心のある内容の本から始める②保護者自身が小さい頃に読んだ本を紹介す

る。③親子で読書（読み聞かせ）をする時間をつくる④保護者自身が読書をしている姿を見せる

などがあると思います。夏休みにご協力いただいた「ファミリー読書」も、子どもたちにとって、

よい機会となったと思います。 

学校では、業前の読書タイムや定期的な「おはなし会（読み聞かせ）」等を実施しています。

また、日常的に本の貸し出しを行うとともに、読んだ本の冊数やページ数によって賞賛したり、

学習内容等に応じて関連する本を読む活動を取り入れたりしています。今後も、子どもたちの読

書活動を推進していきたいと思います。 

２０２４年秋。もしかしたら、保護者・地域の皆様、子どもたちの人生に影響を与える本に出

合えるかもしれません。是非、ご家族で読書を楽しんでみてください。私自身も、本の世界を楽

しみたいと思います。 

２ ０ ２ ４ ． １ ０ ． １ 
幸 手 市 立 行 幸 小 学 校 

幸 手 市 円 藤 内 ４ ６ ０ － ２ 
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質問：「あなたは、現在、１か月に大体何冊くらい本を読んでいますか。電子書籍を含みますが、 
雑誌や漫画は除きます。 

結果：「１冊も読まない」62.6％、１冊以上読む 36.9％          （結果の一部抜粋） 



 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事   な   ど 下校 

１ 火 
登校指導 ４年社会科見学 

修学旅行事前健診 アフタースクール 

14:45 

15:40 

２ 水 
校内絵画展公開 15:50～16:30 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

３ 木 
委員会活動 

校内絵画展公開 15:50～16:30 

14:45 

15:40 

４ 金 
３年社会科見学 ４年車いす体験 

短縮日課６時間 教育相談日 

14:15 

15:10 

５ 土   

６ 日   

７ 月  
14:15 

15:10 

８ 火 

６年修学旅行１日目 

３年出前授業ピースキャラバン 

第２回ＰＴＡ生涯学習講座(給食試食会) 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

９ 水 
６年修学旅行２日目 

 

14:45 

15:40 

10 木 
安全点検 

 

14:45 

15:40 

11 金 
西中校区スマホ･ゲーム行動宣言の日 

 

14:45 

15:40 

12 土   

13 日   

14 月 スポーツの日  

15 火  
14:45 

15:40 

16 水 
不審者対応避難訓練 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

17 木 
幸手看護専門学校保健実習 

みゆきっ子タイム クラブ活動 

14:45 

15:40 

18 金 
就学時健康診断 ３時間 給食あり 

幸手看護専門学校保健実習 

全学年 

12:45 

19 土   

20 日   

21 月 
家庭学習パワーアップ週間(～27日) 

 

14:15 

15:10 

22 火 
 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

23 水 
短縮日課６時間 

アフタースクール 

14:15 

15:10 

24 木 
クラブ活動 

 

14:45 

15:40 

25 金 
３時間授業 給食あり 

５年リーディングＤＸ講座 

全学年 

12:45 

26 土 
土曜授業 通常日課5時間 給食あり 

校内持久走記録会 

５校時親子奉仕作業 

全学年 

14:45 

27 日 郷土芸能大会(西公民館)  

28 月 振替休業日（10/26分）  

29 火 
 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

30 水 
ロードレース前健康診断 

アフタースクール 

14:45 

15:40 

31 木 
校内持久走記録会予備日 

クラブ活動 

14:45 

15:40 

 地域で工業を営んでいる本校保護者の方のご厚意で、正
門の門扉をとても美しくしていただきました。最終的には
メッキの塗装で、「５０年は持ちますよ」と言っていただき
ました。みゆきっ子を出迎える門扉が輝き、これまで以上
に希望をもって笑顔で登校できることを願っています。 
 行幸小のために、本当にありがとうございました。 

１1 月の主な行事 
１日（金） 彩の国教育の日 幸手市道徳週間(～1９日) 
２日（土） 幸手市文化祭 
３日（日） 文化の日 幸手市文化祭 
４日（月） 振替休日 
５日（火） 短縮日課６時間 アフタースクール 

 ６日（水） 市内小･中学校音楽発表会(４年生) 
       アフタースクール 
７日（木） 委員会活動 みゆきっ子タイム 
      第３保育所避難場所確認 幼少交流会 

 ８日（金） ４年点字体験 ３年校外学習(権現堂) 
１１日（月） 短縮日課５時間 西中校区スマホ･ゲーム行動宣言の日 
１２日（火） ５年社会科見学 アフタースクール 
       （スバルビジターセンター さきたま史跡の博物館）               
１３日（水） 感謝の会 第２回学校運営協議会 
              アフタースクール 
１４日（木） 埼玉県民の日（休業日） 
１５日（金） ６年いのちの授業 
１８日（月） １･２年校外学習(東武動物公園) 
１９日（火） ５年日本船主協会出前授業 
       １･２年校外学習(予備日)アフタースクール 
２０日（水） 音楽鑑賞会 
２１日（木） 面談日課５時間 個人面談  
       ２･４年ＪＦＡキッズプログラム 
２２日（金） 面談日課６時間 個人面談 
２３日（土） 勤労感謝の日 
２４日（日） スポーツ協会行幸支部ふれあいレクリエーション大会 
２５日（月） 面談日課６時間 個人面談 
２６日（火） 面談日課６時間 個人面談 アフタースクール 
２７日（水） 面談日課６時間 個人面談 アフタースクール 
２８日（木） 面談日課５時間 個人面談 校内書きぞめ競書会 
２９日（金） 面談日課６時間 個人面談 校内書きぞめ競書会 

 11月１日は、「彩の国教育の日」です。 
 埼玉県では、教育に関する理解を一層深めていただくた
め、「彩の国教育の日」を設け、学校・家庭・地域が一体と
なった取組を推進しています。また、１日から７日は教育
の日の趣旨にふさわしい活動を重点的に行う期間として
「彩の国教育週間」としています。 
 教育週間だけでなく、安全･安心に留意しながら、みゆ
きっ子にとってよりよい学習になる体験活動などを工夫
していきます。 

※下校時刻や学校行事は、今後の状況によって変

更になることもありますことを、ご了承ください。 

上が５時間、下が６時間授業です。 


